
11 2

安全のために必ず守ること

アースを確実に取り付ける。
●アースを取り付けないと故障や漏電のときに感電の原因になります。

定格電圧・制御容量範囲内で使用する。
●定格電圧・制御容量範囲外で使用すると火災や感電の原因となります。

配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部に
ケーブルの外力が伝わらないように固定する。
また、途中接続は絶対に行わない。
●接続や固定が不完全な場合や、途中接続の場合は火災や感電のおそれが
　あります。

水のかかるところや高湿度で結露するところには据え付けない。
●故障・ショート・漏電・感電・発煙・発火・火災の原因になります。

お客様自身で移動・再据付けはしない。
●据付けに不備があると水漏れや感電・火災などの原因になります。
　お買い上げの販売店または専門業者にご依頼ください。

可燃性ガスの発生・流入・滞留・漏れのおそれがある場所へは
据え付けない。
●万一ガスがユニットの周囲にたまると、発火・爆発の原因になります。

改造は、絶対にしない。
●修理は、お買い上げの販売店にご相談ください。改造したり修理に不備が
　あると水漏れや感電・火災などの原因になります。

本体のカバーを確実に取り付ける。
●カバーの取付けに不備があると、ほこり・水などにより、感電・火災の原因に
　なります。

天井ボードの上に置いたり、本体を横にして据え付けない。
●指定の方法以外で据え付けると、火災や落下などの原因になります。

漏電保護用に電源側へ漏電ブレーカーを使用する。
●漏電した場合、火災の原因になります。

こげ臭い場合や、お手入れ、点検時以外は、ブレーカーを切らない。
●本製品内部の冷媒センサーが給電されず、冷媒の漏えいを検知できなく
　なり、火災の原因になります。

据付工事は、この据付工事説明書に従って確実に行う。
●据付けに不備があると、感電・火災・インターフェース本体の落下による
　ケガの原因になります。

据付工事部品は必ず、当社付属部品および指定の部品を使用する。
●当社指定部品を使用しないと、感電・火災・インターフェース本体の落下に
　よるケガの原因になります。

電源用端子台に単線とより線を併用しない。
また、異なったサイズの単線またはより線を併用しない。
●端子台のねじ緩みや接触不良が生じ、発熱・火災の原因になります。

接続ケーブルは指定の位置に確実に固定する。
●固定に不備があると、感電・火災・故障の原因になります。

●据付工事は､この「安全のために必ず守ること」をよくお読みのうえ､確実に行ってください。
●ここに示した注意事項は､安全に関する重大な内容を記載していますので､必ず守ってください。
●誤った取扱いをしたときに生じる危険とその程度を､次の表示で区分して説明しています。

誤った取扱いをしたときに、死亡や重
傷などに結びつく可能性があるもの。

誤った取扱いをしたときに、軽傷または
家屋・家財などの損害に結びつくもの。

フロンガス警報器用
インターフェース

形名

PAC-SL47IF
据付工事説明書

（販売店・工事店様用）

三菱電機
　ビル用マルチエアコン
　設備用パッケージエアコン

• この説明書はフロンガス警報器用インターフェースの据付方法について記載しています。
• この製品の性能・機能を十分に発揮させ、また安全を確保するために、正しい据付工事が必要です。

据付工事の前に、この説明書を必ずお読みください。
• 本製品と組み合わせられる「フロンガス警報器」「空調機本体」の据付工事説明書も併せて参照してください。
• 据付けは専門業者様で行ってください。（安全や機能の確保ができません）
• この説明書は据付工事完了後にお客様にお渡し大切に保管していただくように依頼してください。
• この製品は日本国内用に設計されていますので、国外では使用できません。

また、アフターサービスもできません。
This appliance is designed for use in Japan only and the contents in this document cannot be 
applied in any other country. No servicing is available outside of Japan.
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本製品は下記の用途に利用するためのインター
フェースです。
●R32冷媒システムの安全装置であるフロンガス

警報器を接続する。
●R32冷媒システムの安全装置としての換気装置

を接続する。

製品に水をつけたり、水をかけたりしない。
●火災や感電のおそれがあります。

電気工事は、電気工事士の資格がある方が、「電気設備に関する
技術基準」、「内線規程」およびこの据付工事説明書に従って施工し、
必ず専用回路とし、かつ定格の電圧・ブレーカーを使用する。
●電源回路容量不足や施工不備があると感電・火災の原因になります。

電気工事の際は、必ず分電盤のブレーカーを切る。
●通電状態では感電やけが、故障の原因になります。

据付けは、販売店または専門業者に依頼する。
●お客様自身で据付工事をされ不備があると、水漏れや感電・火災などの原因
　になります。

製品の外郭を天井内の造営材・ダクトに触れさせない。
●火災・感電の原因になります。

据付けは、質量に十分に耐えるところに確実に行う。
●強度が不足している場合は、ユニットの落下などにより、事故の原因になり
　ます。
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1. 据付けの前に
1-1. 同梱部品の確認

同梱部品が揃っているかご確認ください。

1-2. 現地手配部品
以下の部品は現地で手配してください。

※上記部品以外は現地手配となります。以下の仕様を参考に内線規程に従ってケーブルの選定をしてください。

据付けをする前に（環境）
次の場所への据付けは、避ける。

・可燃性ガスの漏れるおそれがあるところ
・硫黄系ガス・塩素系ガス・酸・アルカリなど、
 機器に影響する物質の発生するところ

・機械油を使用するところ
・車両・船舶など移動するものへの設置
・高周波を発生する機械を使用するところ
・化粧品・特殊なスプレーを頻繁に使用するところ
・海浜地区など塩分の多いところ
・侵入外気の影響があるところ
・調理器具が発する熱の影響を受けるところ
・据付け・サービス時の作業スペースが確保できないところ
・テレビ・ラジオより1m以内のところ
・真下に食品・食器を置くところ
・フライヤーの真上のような油・粉・蒸気などが
 直接かかるところ

・空調機の吹き出し空気が直接当たるところ

高温（40℃以上）や直接炎や蒸気が当たったり、油煙の多い場所には
使用しない。

●性能を著しく低下させたり、部品が破損したりする原因になります。

●火災のおそれがあります。

機械および化学工場など酸・アルカリ・有機溶剤・塗料などの有害ガス・
腐食性成分を含んだガスが発生する場所には使用しない。
●感電や故障の原因になります。

病院・通信事業所などに据え付けされる場合は、ノイズに対する備え
を十分に行う。
●インバーター機器・自家発電機・高周波医療機器・無線通信機器の影響による
空調機の誤動作や故障の原因になったり、空調機側から医療機器あるいは通
信機器へ影響を与え人体の医療行為を妨げたり、映像放送の乱れや雑音な
ど弊害の原因になります。

据付工事をするときに
ユニット・電気品箱を水洗いしない。
●感電・発火の原因になります。

製品の運搬、据付けの際は手袋を着用する。
●製品の端面などに触れるとケガをする場合があります。

電気工事をするときに
電源には、必ず漏電遮断器を取り付ける。
●漏電遮断器が取り付けられていないと感電の原因になります。

据付工事・配線工事をする場合、接続機器の電源を切ってから行う。
●接続機器の電源を切らなかった場合、本製品、および接続機器の誤動作・故障
　の原因になります。

電気配線は、電流容量に合った規格品の電線を使用すること。
●漏電や発熱・火災などの原因になります。

電気配線は、張力が掛からないように配線工事をする。
●断線したり、発熱・火災などの原因になります。

濡れた手でスイッチを操作しない。
●感電の原因になります。

正しい容量のブレーカー〈漏電遮断器・手元開閉器（開閉器＋B種
ヒューズ）・配線用遮断器〉を使用する。
●大きな容量のブレーカーを使用すると、故障や火災の原因になります。

1 2 3 4番号 品名 数量

1

2
3
4

フロンガス警報器用
インターフェース
バンド
ワッシャー
コネクタ付き配線

1

4
4
1

品名 使用数 仕様
電源配線、伝送線
漏電遮断器
手元開閉器または配線用遮断器
吊りボルト
ナット

適量
1以上
1以上

2
6

「4.電気配線工事」を
参照してください。

W3/8またはM10

1-3. 別売部品
以下の部品は三菱電機指定の純正部品を使用してください。

※使用数は据付場所により異なります。必要に応じて手配してください。
　本製品を換気装置の接続のみの目的で使用する場合は、使用数「0」で使用可能です。

品名 形名

フロンガス警報器
PAC-SL46FK
PAC-SM01FK

使用数

1～8※

一般事項
適用機種以外では使用しない。
●感電や故障の原因になります。

シールド線を使用する場合、シールド部は絶縁処理を行うこと。
●ショート・感電・故障のおそれがあります。

アース線は、ガス管・水道管・避雷針・電話のアース線に接続しない。
●アースが不完全な場合は、感電の原因になります。
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1

2
3
4
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コネクタ付き配線

1

4
4
1

品名 使用数 仕様
電源配線、伝送線
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手元開閉器または配線用遮断器
吊りボルト
ナット

適量
1以上
1以上

2
6

「4.電気配線工事」を
参照してください。

W3/8またはM10

1-3. 別売部品
以下の部品は三菱電機指定の純正部品を使用してください。

※使用数は据付場所により異なります。必要に応じて手配してください。
　本製品を換気装置の接続のみの目的で使用する場合は、使用数「0」で使用可能です。

品名 形名

フロンガス警報器
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使用数
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一般事項
適用機種以外では使用しない。
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●ショート・感電・故障のおそれがあります。

アース線は、ガス管・水道管・避雷針・電話のアース線に接続しない。
●アースが不完全な場合は、感電の原因になります。
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2. システム構成

下図はFitマルチのシステムでフロンガス警報器を使用する場合の例です。

ビル用マルチエアコンおよび、設備用パッケージエアコンの施工/サービスマニュアル（R32冷媒対応）も併せてご確認ください。

＊図中の「センサ」は室内ユニットに内蔵されている
　冷媒漏洩を検知するセンサーを指します。

下図は伝送線のみを記載しています。

管理人室

TB2 TB3

居室

1方向カセット
BM型

フロンガス
警報器

大空間設定
のユニット

主リモコン

M-NET伝送線

システム内MEリモコンは使用不可

管理人室リモコン

居室居室居室（大空間）

TB2 TB3

フロンガス警報器用
インターフェース※9

居室

（A）へ

（A）

フロンガス警報器配線

M-NET伝送線

※2 ※3
※4

※5
※7

※8

※1
（B）へ

（B）

※6

フロンガス警報器用
インターフェース

室外
ユニット

（Fitマルチ）

室内ユニット
（センサ有効）

MAスマート
リモコン

室内ユニット
（センサ有効）

室内ユニット
（センサなし）

MAスマート
リモコン

MAスマート
リモコン

MAコンパクト
リモコン

室内ユニット
（センサ無効）

MAスマート
リモコン

室内ユニット
（センサ無効）

室内ユニット
（センサ無効）

MAスマート
リモコン

MAスマート
リモコン

フロンガス
警報器

フロンガス
警報器

※1 フロンガス警報器の接続可能台数は1～8台です。
※2 TB2には「室外ユニット」、「フロンガス警報器を利用しない室内ユニット」、「フロンガ

ス警報器用インターフェース」を接続します。
※3 TB3にはフロンガス警報器を利用する室内ユニットを接続します。
※4 TB3に接続できる室内ユニットは８台までです。
※5 フロンガス警報器を利用する室内ユニットは自ユニットのCNSB短絡コネクターを抜

いてください。これにより冷媒センサーが無効化されます。
※6 フロンガス警報器を利用した場合のみ、MAコンパクトリモコン、MAスムースリモコン、

ワイヤレスリモコンが利用可能です。
※7 管理人室用のMAスマートリモコンはペアリモコン接続とし、主従設定にて1台を「主リ

モコン」、もう1台を「管理人室リモコン」に設定してください。主リモコンは管理人室
用として使用できません。主リモコンはMAスマートリモコンとしてください。「管理人
室リモコン」はどの室内ユニットに接続しても構いません。

※8 室内ユニット複数台に対してフロンガス警報器1台設置も可能です。フロンガス警報器
の据付制約を満たす必要があります。フロンガス警報器の据付工事説明書を参照して
ください。

※9 フロンガス警報器用インターフェースの接続台数は接続する室外ユニットのM-NET
給電能力によって決まります。室外ユニットの据付工事説明書に記載の給電能力の計
算方法にて確認してください。

1. 据付けの前に（つづき）

1-5. 適用機種
本製品は下記の製品に接続可能です。
・2024年9月発売以降のR32冷媒対応のマルチエアコン
・R32冷媒対応の設備用パッケージエアコン
詳細はビル用マルチエアコンおよび、設備用パッケージエアコンの施工/サービスマニュアル
（R32冷媒対応）をご確認ください。

形名
電源

定格電流

使用環境条件

PAC-SL47IF
単相200V　50/60Hz

通信 M-NET
0.10A
屋内設置専用
温度0～40℃、湿度20～95%以下
（結露なきこと）

質量 2.0kg

1-4. 仕様
■外形寸法図

2-1. 基本的なシステム構成の例

■各部のなまえ（カバー内部）

■仕様表

372
113
61

2
2
6

電源用端子台【TB1】

電源アースねじ 室内外伝送用端子台
【TB2】

機能利用室内ユニット用
端子台【TB3】

フロンガス警報器用端子台
【TB4A～TB4H】

フロンガス警報器用アースねじ

単位：mm

※5 ※5
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MAスマート
リモコン

MAスマート
リモコン

3. 据付工事
3-1. 据付場所の選定

据付場所の選定は、法規制・地方条例などをご確認の上、
実施してください。
また、「安全のために必ず守ること」の内容をご確認の
上、据付場所の選定を実施してください。
清掃時や異常時に接続負荷機器の運転をすぐ停止できる
よう、接続負荷機器の近くに据え付けてください。

3-2. 据付作業

■必要な据付け・サービススペース

■吊りボルト間の寸法 ■電源配線の固定位置

3
0

以
上

3
0

以
上

2
2

6

200以上 200以上 200以上61200以上 372

単位：mm

単位：mm

2本の吊りボルトを使用して、フロンガス警報器用インターフェー
スを据え付けます。
1. 吊りボルトに付属のワッシャー3とナット（現地手配）を取り

付ける。
2. フロンガス警報器用インターフェースを吊りボルトに引っ掛け、

ナットで確実に固定する。
3. 吊りボルトに電源配線を付属のバンド2で固定する。

吊りボルト
W3/8またはM10（現地手配）

バンド2
※電源配線は配線取出口からの
　長さが300mm以下の箇所を
　バンド固定してください。

バンド固定は
据付金具上部の
吊りボルトに
取り付けてください。

電源配線

吊りボルト

据付金具

ナット（現地手配）

ワッシャー3

ナット（ダブル）（現地手配）

1
1

8
6

4
9

0

電源配線を下図のように吊りボルトに付属のバン
ド2で固定してください。
天井が無いところに据え付ける場合は落下防止の
ため必ず実施してください。

警告
●指定の方法以外で据え付けると、
　火災や落下などの原因になります。

天井ボードの上に置いたり、
本体を横にして据え付けない。

●強度が不足している場合は、ユニットの
　落下などにより、事故の原因になります。

据付けは、質量に十分に耐えるところ
に確実に行う。

266 47

2. システム構成

居室

フロンガス
警報器

TB2 TB3 CN713

フロンガス警報器用
インターフェース

※1

フロンガス警報器は
接続しない

室内ユニット
（センサ無効）

室内ユニット
（センサ無効）

換気装置

※1 TB2の室内ユニットからの漏洩信号はCN713から出力されません。
※2 換気装置はTB3に接続した室内ユニットと同一の部屋に設置してください。

本製品を利用して、複数の室内ユニットを1つの換気装置でカバーする構成にできます。

2-2. 換気装置を接続する場合の例

●フロンガス警報器を利用する場合 ●フロンガス警報器を利用しない場合

フロンガス警報器からの漏洩信号を
CN713から出力します。

TB3の室内ユニットからの漏洩信号を
CN713から出力します。

MAスマート
リモコン

MAスマート
リモコン

居室

TB2 TB3 CN713

フロンガス警報器用
インターフェース

※1

※2 ※2

室内ユニット
（センサ有効）

室内ユニット
（センサ有効）

換気装置
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4. 電気配線工事（つづき）
4-3. 電源配線の選定

4-4. 開閉器・遮断器の選定

電源配線は、事前に所轄の電力会社にご相談のうえ、その指示にあった配線をしてください。
配線にあたっては、「電気設備に関する技術基準」および「内線規程」に従ってください。

全機種
（PFFY-DM

形除く）

合計運転
電流

機　　種 最小太さ（mm） 手元開閉器
幹線（電源線） 接地線

15A未満
20A未満
30A未満

漏電遮断器 プルボックス

アース

手元開閉器
配線用遮断器※2

フロンガス警報器用
インターフェース

室内
ユニット

電源
200V～（単相）

50 / 60Hz

室内
ユニット

φ1.6（2.0㎟） φ1.6（2.0㎟）
φ2.0（3.0㎟） φ2.0（3.0㎟）
φ2.6（5.5㎟） φ2.6（5.5㎟）

開閉器容量（A） 過電流保護器（A）※3,※4
配線用遮断器（A）

※4
漏電遮断器

※1,※2,※4

開閉器、遮断器の定格容量は下記の方法で選定してください。

開閉器、遮断器の定格容量を以下の方法で選定してください。
※１ 電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cクラスまたはその同等品）を取り付けてください。
※２ 漏電遮断器で地絡保護専用のものは、手元開閉器または配線用遮断器を組合わせて使用してください。
※３ 過電流保護器はB種ヒューズを使用する場合について示します。
※4 製品の故障、電源配線不良などにより大電流が流れた場合、製品側の遮断器と上位側の遮断器が共に作動することがあります。
　　設備の重要度により電源系統を分割するか、遮断器の保護協調をとってください。

開閉器、遮断器の定格容量を以下の方法で選定して
ください。

（1）定格電流の選定
下記①②の結果から大きい方の定格電流品をご使用ください。
①開閉器・遮断器の必要定格電流を計算式：（各ユニットの最大電流の合計）×1.2で求めます。
②開閉器・遮断器の必要定格電流を下記計算式と判定方法から求めます。
＜②の計算式＞（必要開閉器、遮断器容量）＝（各機種の機種固有値×設置台数）の合計値
＜機種固有値＞

48
56
66

2.0㎟（φ1.6）
3.0㎟（φ2.0）
5.5㎟（φ2.6）

固有値機　種

注意
●大きな容量のブレーカーを使用すると、
　故障や火災の原因になります。

PAC-SL47IF 1.3

PAC-SL47IF 2.4

＜判定方法＞  （必要開閉器・遮断器容量） ≦15 ： 定格電流15A品をご使用ください。
15＜ （必要開閉器・遮断器容量） ≦20 ： 定格電流20A品をご使用ください。
20＜ （必要開閉器・遮断器容量） ≦30 ： 定格電流30A品をご使用ください。
30＜ （必要開閉器・遮断器容量）  ： 開閉器・遮断器の系統分割（追加）が必要です。

＜配線固有値＞

＜判定方法＞  （必要感度電流） ≦30 ： 定格感度電流30mA（0.1s以下）品をご使用ください。
30＜ （必要感度電流） ≦100 ： 定格感度電流100mA（0.1s以下）品をご使用ください。
100＜ （必要感度電流）  ： 漏電遮断器の系統分割（追加）が必要です。

（2）定格感度電流の選定
漏電遮断器の定格感度電流を下記計算式と判定方法より求めます。
＜計算式＞ （必要感度電流）＝（各ユニットの機種固有値×設置台数）の合計値+（配線固有値×配線長[km]）
＜機種固有値＞

正しい容量のブレーカー〈漏電遮断器・
手元開閉器（開閉器＋B種ヒューズ）・
配線用遮断器〉を使用する。

固有値機　種

固有値電源配線径

4. 電気配線工事

4-2. 配線例
本製品の基板の端子に、フロンガス警報器、
室内ユニット、室外ユニットを接続します。
（接続に関する制約は「2.システム構成」を参照して
ください）

＜注意＞
　　　　 は端子台、　　　　はコネクターを示します。
1.TB2およびTB3の番号[S]は、シールド線の接続部です。
2.ディップスイッチ（SW2）の設定については、
　カバー裏側の電気配線図を確認してください。
3.フロンガス警報器の接続可能台数は1～8台です。

*1 フロンガス警報器にシールド線を使う場合は、
 TB4付近の　　に接続してください。
*2 本製品を換気装置を接続するために利用する場合は
 定義が異なります。7ページ目のシステム構成を参照
 してください。

＜記号説明＞
名称

I.B 制御基板
TB2 端子台（室内外伝送用）
TB3 端子台（機能利用室内ユニット用）
SW11 スイッチ（アドレス設定1の位）
SW12 スイッチ（アドレス設定10の位）
SW2 スイッチ（機能設定）
LED01 LED（主電源印加時→点灯）
LED11 LED（冷媒漏えい検知時→点灯）
TB4A～TB4H 端子台（フロンガス警報器）
CN713 コネクター（外部出力）

端子台（電源用）

記号

TB1

4-1. 電気配線工事の注意事項

TB1
R
S

TB2 TB3

電源
200V～（単相）
50/60Hz

I.B

フロンガス警報器を利用する
室内ユニット*2

フロンガス警報器を利用しない
室内ユニット

SW2

LED01

LED11

CN713

5
3

1
1 2 3 4 5 6

ON
OFF

CNAC

フロンガス警報器用
インターフェース基板

A B S

室外
ユニット

A B SA B S

フロンガス警報機用
インターフェース

TB2 TB3

3 1

外部無電圧接点出力

換気装置等

冷媒漏えいを検知したことを
通知する信号を取り出せます。

A B S

室内
ユニット

A B S

室内
ユニット

A B S

室内
ユニット

A B S A B S

*1

*1

*1

フロンガス
警報器H

TB4H

CN1
1 2 3 4

1 2 3 4

フロンガス
警報器G

TB4G

CN1
1 2 3 4

1 2 3 4

フロンガス
警報器F

TB4F

CN1
1 2 3 4

1 2 3 4

フロンガス
警報器E

TB4E

CN1
1 2 3 4

1 2 3 4

*1

フロンガス
警報器D
CN1

TB4D
1
2
3
4

1
2
3
4

フロンガス
警報器C
CN1

TB4C
1
2
3
4

1
2
3
4

フロンガス
警報器B
CN1

TB4B
1
2
3
4

1
2
3
4

フロンガス
警報器A
CN1

TB4A
1
2
3
4

1
2
3
4

●電源回路容量不足や施工不備があると感電・火災の原因になります。警告

電気工事は、電気工事士の資格がある方が、「電気設備に
関する技術基準」、「内線規程」およびこの据付工事説明書に
従って施工し、必ず専用回路とし、かつ定格の電圧・
ブレーカーを使用する。

●端子台のねじ緩みや接触不良が生じ、発熱・火災の原因になります。

電源用端子台に単線とより線を併用しない。
また、異なったサイズの単線またはより線を併用しない。

●接続や固定が不完全な場合や、途中接続の場合は火災や
　感電のおそれがあります。

配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、
端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように
固定する。また、途中接続は絶対に行わない。

●アースを取り付けないと故障や漏電のときに感電の原因に
　なります。

アースを確実に取り付ける。

1. 電気工事は、「電気設備に関する技術基準」「内線規程」および
電力会社の規定に従ってください。

2. 電気配線工事は電力会社の認定工事店で行ってください。
3. 電源は必ず専用の分岐回路からとり、漏電遮断器を取り付けます。
4. ユニットの外部では、伝送線と電源配線が直接接触しないよ

うに施設してください。

5. 配線の接続はねじの緩みのないように確実に行ってください。
6. 天井裏内の配線（電源・伝送線）は傷つかないように配線して

ください。また、ネズミなどにより、かじられ切断することもあり
ますので、なるべく鉄管などの保護管内に通してください。

7. 室内外伝送用端子台には 200V 電源を接続しないでくだ
さい。故障します。

567
8

9012
3

4 567
8

9012
3

4

SW12 SW11
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4. 電気配線工事（つづき）
4-3. 電源配線の選定

4-4. 開閉器・遮断器の選定

電源配線は、事前に所轄の電力会社にご相談のうえ、その指示にあった配線をしてください。
配線にあたっては、「電気設備に関する技術基準」および「内線規程」に従ってください。

全機種
（PFFY-DM

形除く）

合計運転
電流

機　　種 最小太さ（mm） 手元開閉器
幹線（電源線） 接地線

15A未満
20A未満
30A未満

漏電遮断器 プルボックス

アース

手元開閉器
配線用遮断器※2

フロンガス警報器用
インターフェース

室内
ユニット

電源
200V～（単相）

50 / 60Hz

室内
ユニット

φ1.6（2.0㎟） φ1.6（2.0㎟）
φ2.0（3.0㎟） φ2.0（3.0㎟）
φ2.6（5.5㎟） φ2.6（5.5㎟）

開閉器容量（A） 過電流保護器（A）※3,※4
配線用遮断器（A）

※4
漏電遮断器

※1,※2,※4

開閉器、遮断器の定格容量は下記の方法で選定してください。

開閉器、遮断器の定格容量を以下の方法で選定してください。
※１ 電源には必ずインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-Cクラスまたはその同等品）を取り付けてください。
※２ 漏電遮断器で地絡保護専用のものは、手元開閉器または配線用遮断器を組合わせて使用してください。
※３ 過電流保護器はB種ヒューズを使用する場合について示します。
※4 製品の故障、電源配線不良などにより大電流が流れた場合、製品側の遮断器と上位側の遮断器が共に作動することがあります。
　　設備の重要度により電源系統を分割するか、遮断器の保護協調をとってください。

開閉器、遮断器の定格容量を以下の方法で選定して
ください。

（1）定格電流の選定
下記①②の結果から大きい方の定格電流品をご使用ください。
①開閉器・遮断器の必要定格電流を計算式：（各ユニットの最大電流の合計）×1.2で求めます。
②開閉器・遮断器の必要定格電流を下記計算式と判定方法から求めます。
＜②の計算式＞（必要開閉器、遮断器容量）＝（各機種の機種固有値×設置台数）の合計値
＜機種固有値＞

48
56
66

2.0㎟（φ1.6）
3.0㎟（φ2.0）
5.5㎟（φ2.6）

固有値機　種

注意
●大きな容量のブレーカーを使用すると、
　故障や火災の原因になります。

PAC-SL47IF 1.3

PAC-SL47IF 2.4

＜判定方法＞  （必要開閉器・遮断器容量） ≦15 ： 定格電流15A品をご使用ください。
15＜ （必要開閉器・遮断器容量） ≦20 ： 定格電流20A品をご使用ください。
20＜ （必要開閉器・遮断器容量） ≦30 ： 定格電流30A品をご使用ください。
30＜ （必要開閉器・遮断器容量）  ： 開閉器・遮断器の系統分割（追加）が必要です。

＜配線固有値＞

＜判定方法＞  （必要感度電流） ≦30 ： 定格感度電流30mA（0.1s以下）品をご使用ください。
30＜ （必要感度電流） ≦100 ： 定格感度電流100mA（0.1s以下）品をご使用ください。
100＜ （必要感度電流）  ： 漏電遮断器の系統分割（追加）が必要です。

（2）定格感度電流の選定
漏電遮断器の定格感度電流を下記計算式と判定方法より求めます。
＜計算式＞ （必要感度電流）＝（各ユニットの機種固有値×設置台数）の合計値+（配線固有値×配線長[km]）
＜機種固有値＞

正しい容量のブレーカー〈漏電遮断器・
手元開閉器（開閉器＋B種ヒューズ）・
配線用遮断器〉を使用する。

固有値機　種

固有値電源配線径

4. 電気配線工事

4-2. 配線例
本製品の基板の端子に、フロンガス警報器、
室内ユニット、室外ユニットを接続します。
（接続に関する制約は「2.システム構成」を参照して
ください）

＜注意＞
　　　　 は端子台、　　　　はコネクターを示します。
1.TB2およびTB3の番号[S]は、シールド線の接続部です。
2.ディップスイッチ（SW2）の設定については、
　カバー裏側の電気配線図を確認してください。
3.フロンガス警報器の接続可能台数は1～8台です。

*1 フロンガス警報器にシールド線を使う場合は、
 TB4付近の　　に接続してください。
*2 本製品を換気装置を接続するために利用する場合は
 定義が異なります。7ページ目のシステム構成を参照
 してください。

＜記号説明＞
名称

I.B 制御基板
TB2 端子台（室内外伝送用）
TB3 端子台（機能利用室内ユニット用）
SW11 スイッチ（アドレス設定1の位）
SW12 スイッチ（アドレス設定10の位）
SW2 スイッチ（機能設定）
LED01 LED（主電源印加時→点灯）
LED11 LED（冷媒漏えい検知時→点灯）
TB4A～TB4H 端子台（フロンガス警報器）
CN713 コネクター（外部出力）

端子台（電源用）

記号

TB1

4-1. 電気配線工事の注意事項

TB1
R
S

TB2 TB3

電源
200V～（単相）
50/60Hz

I.B

フロンガス警報器を利用する
室内ユニット*2

フロンガス警報器を利用しない
室内ユニット

SW2

LED01

LED11

CN713

5
3

1
1 2 3 4 5 6

ON
OFF

CNAC

フロンガス警報器用
インターフェース基板

A B S

室外
ユニット

A B SA B S

フロンガス警報機用
インターフェース

TB2 TB3

3 1

外部無電圧接点出力

換気装置等

冷媒漏えいを検知したことを
通知する信号を取り出せます。

A B S

室内
ユニット

A B S

室内
ユニット

A B S

室内
ユニット

A B S A B S

*1

*1

*1

フロンガス
警報器H

TB4H

CN1
1 2 3 4

1 2 3 4

フロンガス
警報器G

TB4G

CN1
1 2 3 4

1 2 3 4

フロンガス
警報器F

TB4F

CN1
1 2 3 4

1 2 3 4

フロンガス
警報器E

TB4E

CN1
1 2 3 4

1 2 3 4

*1

フロンガス
警報器D
CN1

TB4D
1
2
3
4

1
2
3
4

フロンガス
警報器C
CN1

TB4C
1
2
3
4

1
2
3
4

フロンガス
警報器B
CN1

TB4B
1
2
3
4

1
2
3
4

フロンガス
警報器A
CN1

TB4A
1
2
3
4

1
2
3
4

●電源回路容量不足や施工不備があると感電・火災の原因になります。警告

電気工事は、電気工事士の資格がある方が、「電気設備に
関する技術基準」、「内線規程」およびこの据付工事説明書に
従って施工し、必ず専用回路とし、かつ定格の電圧・
ブレーカーを使用する。

●端子台のねじ緩みや接触不良が生じ、発熱・火災の原因になります。

電源用端子台に単線とより線を併用しない。
また、異なったサイズの単線またはより線を併用しない。

●接続や固定が不完全な場合や、途中接続の場合は火災や
　感電のおそれがあります。

配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、
端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように
固定する。また、途中接続は絶対に行わない。

●アースを取り付けないと故障や漏電のときに感電の原因に
　なります。

アースを確実に取り付ける。

1. 電気工事は、「電気設備に関する技術基準」「内線規程」および
電力会社の規定に従ってください。

2. 電気配線工事は電力会社の認定工事店で行ってください。
3. 電源は必ず専用の分岐回路からとり、漏電遮断器を取り付けます。
4. ユニットの外部では、伝送線と電源配線が直接接触しないよ

うに施設してください。

5. 配線の接続はねじの緩みのないように確実に行ってください。
6. 天井裏内の配線（電源・伝送線）は傷つかないように配線して

ください。また、ネズミなどにより、かじられ切断することもあり
ますので、なるべく鉄管などの保護管内に通してください。

7. 室内外伝送用端子台には 200V 電源を接続しないでくだ
さい。故障します。

567
8

9012
3

4 567
8

9012
3

4

SW12 SW11
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4. 電気配線工事（つづき）

① 電源配線とアース線の接続

＜注意事項＞（共通）

・両側に異径の電線の
　接続は禁止です。

・片側に２本の接続は
　禁止です。
・同じ端子に３本以上
　の接続は禁止です。

・電源配線をブッシュ1から引き込み、
　下図のように電源用端子台に接続してください。
・配線のシースを図示の寸法に剥いてください。
・アース線を下図の電源アースねじ端子に接続して
　ください。
・ケーブルストラップで固定してください。
・付属のバンド2を図示の位置で固定してください。

② M-NET伝送線の接続

・M-NET伝送線をブッシュ2から引き込み、下図のようにM-NET伝送用の端子台に接続してください。
・配線のシースを図示の寸法に剥いてください。
・ケーブルストラップで固定してください。
・付属のバンド2を図示の位置で固定してください。

4-6. 配線接続作業（つづき）

ケーブル
ストラップ

バンド2

バンド2

ケーブル
ストラップ

ブッシュ1

ブッシュ2

電源アースねじ

電源用端子台
【TB1】

R

A B S A B S

S

禁止

注意

注意

＜注意事項＞M-NET伝送用端子台

＜注意事項＞
・【TB2】と【TB3】はそれぞれ接続するユニット
　が異なりますので、十分に確認してください。

・端子台に接続する配線の本数は【TB2】は2本まで、
　【TB3】は1本としてください。

200V電源を絶対に
接続しないでください。禁止

＜注意事項＞電源端子台
・丸型圧着端子
・VVFケーブルφ2.0以上

・VVFケーブルφ1.6以下は
　下側のU字溝部に接続してください。
・VVFケーブルを2本接続する場合は
　両側に同径の電線を接続してください。
・VVFケーブルは1本の接続も可能です。

・丸型圧着端子

・VVFケーブルを2本接続する場合は
　両側に同径の電線を接続してください。
・VVFケーブルは1本の接続も可能です。
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M-NET伝送線シースむき代
60～80mm

M-NET伝送用

【TB2】 【TB3】

機能利用室内ユニット用端子台室内外伝送用端子台

端子台 接続するユニット

【TB2】

【TB3】

・室外ユニット
・フロンガス警報器を利用しない室内ユニット
・フロンガス警報器用インターフェース
　（必要に応じて）

・フロンガス警報器を利用する室内ユニット
・換気装置に漏洩信号を送信したい
　室内ユニット

4. 電気配線工事（つづき）

4-6. 配線接続作業
カバーを固定しているねじを３か所緩めて、
カバーを左にスライドさせて取り外してください。
（ねじを取り外す必要はありません）

下記の①～③の端子台に配線を接続します。

・ねじの締め付けトルクは下表に従ってください。

＜注意事項＞（共通）
・電源線にVCTなどキャプタイヤケーブルを使用する場合は、
　絶縁スリーブ付きの絶縁処理をした丸型圧着端子を使用してください。

・VVFケーブルおよび伝送線の先端は
　下図のように加工してください。

ねじ（３か所）

① 電源用端子台【TB1】
③ フロンガス警報器用端子台
　 【TB4A】～【TB4H】

フロンガス警報器用アースねじ

フロンガス警報器用アースねじ

② M-NET伝送用
　 ・室内外伝送用端子台
　  【TB2】
　 ・機能利用室内ユニット用端子台
　  【TB3】

電源アースねじ

締付トルク（N・m）

電源用端子台
M-NET伝送用端子台

1.6±0.1
1.2±0.1

4-5. 制御配線の選定

電線丸形圧着端子

絶縁スリーブ部 12mm

電源線

※1 本ユニットのM-NET伝送線を接続する場合は、シース付1.25㎟のシールド線で配線してください。
※2 最遠端距離1000mに対応していない製品を接続する場合は500mが最遠端距離となります。

システム構成により、配線の種類および許容長が異なります。配線工事の前に、必ず室外ユニットの据付
工事説明書をご覧ください。また、伝送線が長い場合やノイズ源がユニットに近接している場合は、
ノイズ障害防止のためにユニット本体をノイズ源から離してください。
＜M-NET伝送線＞

対象施設 全ての施設

シールド線
CVVS・CPEVS

2芯ケーブル

最大200m

最大1000m ※2
（注）集中管理用伝送線に設置される伝送線用給電ユニットから
　各室外ユニットおよびシステムコントローラーまでの配線長は

最大200m

1.25㎟以上 ※1

配線の種類

室内外伝送線最遠長

集中管理用伝送線および室内外伝送線最遠長
（室内ユニットを経由した最遠長）

種　　類

線　　数
線　　径
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4. 電気配線工事（つづき）
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・配線のシースを図示の寸法に剥いてください。
・アース線を下図の電源アースねじ端子に接続して
　ください。
・ケーブルストラップで固定してください。
・付属のバンド2を図示の位置で固定してください。
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4-6. 配線接続作業（つづき）
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※2 最遠端距離1000mに対応していない製品を接続する場合は500mが最遠端距離となります。

システム構成により、配線の種類および許容長が異なります。配線工事の前に、必ず室外ユニットの据付
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10の位

SW12

1の位

SW11

567
8

9012
3

4567
8

9012
3

4

本製品の端子台
TB4A～TB4H

フロンガス警報器の
端子台　CN1

1234

1234

9mm

4. 電気配線工事（つづき）
4-8. アドレス設定

（1）概要

（2）手動でのアドレス設定

【設定例】

＜注意＞
　・本設定は、必ずフロンガス警報器用インターフェース・室外ユニット・室内ユニットの元電源を
　　切った状態で操作してください。
　・アドレスを変更する場合、室外ユニットの操作が必要です。
　　室外ユニットの据付工事説明書を参照してください。

・設定できるアドレスは151～200です。（室外ユニットのアドレス+100）
・アドレス設定は制御基板上のロータリースイッチにて設定します。
・ロータリースイッチでの設定は100の位は省略し、SW12で10の位、
　SW11で1の位を設定します。
　（工場出荷時、SW12とSW11は“0”に設定されています）

図示のスイッチは「0」を示す

室外ユニットが
自動アドレス非対応の
場合

室外ユニットが
自動アドレス対応の場合

アドレスは自動で設定されません。
下記「（2）手動でのアドレス設定」に従って手動で設定してください。

・アドレスは自動で設定されます。（手動で設定する必要はありません）
・手動で設定したい場合は下記「（2）手動でのアドレス設定」に
　従って設定してください。
【補足】
・工場出荷時、SW12とSW11は“0”に設定されています。
・SW12：“0”、SW11：“0”の場合、
　室外ユニットのアドレス+100以降に自動で設定されます。

アドレスを151～199に
設定する場合

アドレスを200に
設定する場合

ロータリースイッチを設定したいアドレス-100の値に設定します。
　（例）アドレスを“153”に設定する場合
　　　　→SW12（10の位）を“5”に、
　　　　　SW11（1の位）を“3”に合わせます。

ロータリースイッチを“50”に設定します。
→SW12（10の位）を“5”に、
　SW11（1の位）を“0”に合わせます。

4. 電気配線工事（つづき）

4-7. 外部無電圧接点出力を利用する場合
冷媒漏えいを検知したことを通知する信号が取り出せます。換気装置の接続等に利用してください。
付属の「コネクタ付き配線」をCN713に接続します。現地の機器までの配線は現地で準備してください。

外部無電圧接点出力端子CN713を使用する場合は、
下記の出力仕様を参照してください。

CN713

コネクタ付き配線
（付属品）

使用用途 信号仕様
冷媒漏えい検知したことを
通知する信号が取り出せます。

リレー a 接点出力
DC30V または AC100V/200V
接点　定格電流　1A
接点　最小負荷　10mA
冷媒漏えい検知　：接点短絡
冷媒漏えい未検知：接点開放

③ フロンガス警報器の配線の接続

・フロンガス警報器の配線をブッシュ3から引き込み、フロンガス警報器用端子台に接続してください。
・下図のようにケーブルガイド、ケーブルストラップで固定してください。
・付属のバンド2を図示の位置で固定してください。

■配線の差し込み方法

■シールド線
・シールド線を使う場合は、シールド線の
　アースをフロンガス警報器用アースねじに
　固定してください。
・シールド部がショートしないように、
　ビニールテープなどで処理してください。

・接続後に配線を少し引っ張って抜けないことを確認してください。

・配線は下図のように同一のピン番号に接続してください。

4-6. 配線接続作業（つづき）

【TB4H】

【TB4G】

【TB4F】

【TB4E】

【TB4D】

【TB4C】

【TB4B】

【TB4A】

フロンガス警報器用アースねじ

フロンガス警報器用
アースねじ

ケーブルガイド

ケーブルストラップ

バンド2

ブッシュ3

端子台の突起を押しながら挿入する

リード線被覆の端面が図の位置にくる
までリード線の芯線を押し込む

突起

注意
●ショート・感電・故障の
　おそれがあります。

シールド線を使用する場合、
シールド部は絶縁処理を
行うこと。

本製品はM-NETアドレスの設定が必要です。下記に従い設定してください。 
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4-6. 配線接続作業（つづき）

【TB4H】

【TB4G】

【TB4F】

【TB4E】

【TB4D】

【TB4C】

【TB4B】

【TB4A】

フロンガス警報器用アースねじ

フロンガス警報器用
アースねじ

ケーブルガイド

ケーブルストラップ

バンド2

ブッシュ3

端子台の突起を押しながら挿入する

リード線被覆の端面が図の位置にくる
までリード線の芯線を押し込む

突起

注意
●ショート・感電・故障の
　おそれがあります。

シールド線を使用する場合、
シールド部は絶縁処理を
行うこと。

本製品はM-NETアドレスの設定が必要です。下記に従い設定してください。 
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ご不明な点がございましたらお客様相談窓口にお問い合わせください。

三菱電機冷熱相談センター
073-427-2224

FAX(365日・24時間受付)
073(428)-2229

MEMO

6. 試運転
・電源投入し、リモコンに異常コードが出ていないかを確認してください。
　異常コードについては室外ユニット・室内ユニットの据付工事説明書を参照してください。
・フロンガス警報器のLEDの点灯パターンが正常かを必ず確認してください。
　LEDの点灯パターンについては、フロンガス警報器の据付工事説明書を参照してください。

5. 据付工事後の確認

＜お客様への説明＞

据付工事完了後、下記確認項目に従ってもう一度点検を行い、チェック欄に○印などを記入してください。
不具合があった場合は必ず直してください。

確認が終わりましたら試運転を行ってください。

・お客様に「安全のために必ず守ること」、「使用方法」などを説明してください。
・この据付工事説明書は、お客様で保管していただくように依頼してください。
・お使いになる方が代わる場合は、新しくお使いになる方にお渡しいただくように依頼してください。

分類 確認項目 チェック欄

システム TB2とTB3にはシステム構成に従いそれぞれ正しいユニットを接続しましたか。
据付け ユニットは規定通り吊りボルトに取り付けましたか。

電気工事 フロンガス警報器の配線（4芯線）はフロンガス警報器の端子台と本製品の
端子台の同じピン番号に接続されていますか。

ナット、ねじの緩みはありませんか。

それぞれの配線の径は正しいですか。

アース線が接続されていますか。
ディップスイッチは正しい設定になっていますか。
ディップスイッチの設定はカバー裏側の電気配線図を確認してください。
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